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1.　はじめに

 スクラッチ（Scratch）1、2）を活用した、聴覚
障がいのある幼児児童を対象にした発音学習の
教材・教具を開発したことを報告した 3）。母音
や声を出す学習にスクラッチを活用したが、本
稿では、Apple 社の Phone/iPad 対応ボイスシ
ンセサイザーアプリ「Voice Synth」（Qneo 社）、
iRig Mic（IK Multimedia Production srl）を活
用した、s 音、ɕ音の学習ができるシステムを
報告する。

2.　システム

　母音と s音、ɕ音の音声ホルマントは異なる。
母音は 250 から 1,000Hz に中心周波数（ホルマ
ント）が分布する。また、s 音、ɕ音の摩擦成
分は 4,000Hz 付近に分布している。この中心周
波数の違いを利用して、音声を認識させ、パソ
コン上でキャラクターを動かし、楽しく発音学
習ができるようにした（図 1）。
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図１　システム図
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　さて、Voice Synth には、イコライザー機能
がある。このイコライザー機能により、マイ
クより入力された s 音、ɕ音の摩擦成分である
4,000Hz 付近の音のみを通過させ、Scratch セ
ンサーボードの信号を送る。送られた信号によ
り、プログラミングされたキャラクターが動作
するようにする。なお、音声のホルマント成分
やピッチには、個人差があるが、鍵盤の高さや
Octave の変更を行うことにより、この個人差
に対応することができる（図 2）。
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図 2　 Voice Synth

　音センサーを活用したスクラッチのプログラ
ミングは、s 音、ɕ音を一定の音圧でより長く
出すために、「飛ぶ」イメージでプログラミン
グを行った。子どもにとって、発音が視覚的に
表現されることは、分かりやすく楽しいもので
ある。キャラクターや画面（背景）、動作や動
作条件については、今後も研鑽を図り、楽しく、
学習効果が現れるようなプログラムを作成して
いかなければならない。

 

3  図 3　スクラッチプログラムと画面

3.　まとめ

　スクラッチ（Scratch）によるプログラミン
グを活用することにより、発音学習を楽しく行
えることができる。特に、幼児の場合には有効
である。ただ、スクラッチ（Scratch）センサー
ボードとプログラミングの組み合わせだけで
は、声を出す学習にとどまってしまう。そこで、
本稿では、ボイスシンセサイザーアプリ「Voice 
Synth」及び iRig Mic を活用することにより、
s音、ɕ音の学習ができるシステムを構築した。
　今後、鼻音や破裂音等にも対応するシステム
を構築する必要がある。タブレット（PC）、ア
プリを活用することにより、安価で手軽に発音
学習が行える教具の開発を行いたい。
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